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都市（特有の）気候： ヒートアイランド（熱の島）
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都市気候モデル
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第１世代 第２世代（今の世界標準） 第３世代

社会的ビッグデータ
との相性が良い

主要因❶を考慮 ❶、❷を考慮 ❶、❷、❸を考慮

産総研で開発



電⼒消費量ビッグデータを活⽤した例
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電⼒ビッグデータ
・モデルに⼊⼒できる
・モデル結果を検証できる

実測
ビッグデータ⼊⼒なし ⼊⼒あり

シミュレーション

実測によく合う

Nakajima et al. (2022) in prep



社会問題：新型コロナへの応⽤
• 新型コロナウイルス感染症拡⼤で⼈間⾏動が劇的に変化

• ⼈間活動の変化 →環境の変化
• 温室効果ガス排出量（Jones et al. 2021; Sugawara et al. 2021、その他多数）
• ⼤気汚染物質（Samari et al. 2021、その他多数）
• 地表⾯温度（Parida et al. 2021、その他多数）
• 都市の気温（Fujibe 2020; Nakajima, Takane et al. 2021; Liu et al. 2022 ←三つくらい）
• 都市のエネルギー（Nakajima, Takane et al. 2021 ←これくらいか？）

• 不明点・知りたいこと
• 外出⾃粛によって都市の気温（ヒートアイランド）とエネルギー消費はどう変わったの
か？

• 外出⾃粛のような⼤規模な⾏動変容は、都市部の気候変動適応策になり得るのか？

• ⾏うこと
• 詳細な都市モデル＋社会ビッグデータで、外出⾃粛の影響を定量化
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⼈流が⼤幅に変化 →⼈流ビッグデータをモデルにインプット
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⽇中の⼈⼝の
変化割合
（前年⽐）

交通量の
変化割合
（前年⽐）

都⼼で⼤幅減

郊外で増

広域的に低下

モバイル空間統計
（ドコモ・

インサイト
マーケティング）

断⾯交通情報
（JARTIC）

Takane et al. (2022)
NPJ Clim. Atmos. Sci.



4-5⽉ ⼈⼯排熱量の変化（no-COVID vs COVID）

都⼼部で減

no-COVID COVID

⼀⼾建て マンション オフィス 23区積算

23区積算で減少

7

建物
排熱

交通

Takane et al. (2022) NPJ Clim. Atmos. Sci.

no-COVIDとCOVIDの差



4-5⽉ 気温の変化（no-COVID vs COVID）

都⼼部で
気温低下

⼀⼾建て マンション オフィス
郊外でわずかに上昇/ほぼ変化なし
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Takane et al. (2022) NPJ Clim. Atmos. Sci.

最⼤で−0.2℃→

no-COVIDとCOVIDの差
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先⾏研究との⽐較

Takane et al. (2022) NPJ Clim. Atmos. Sci.

先⾏研究（全く異なる推定⽅法）と同じオーダーの結果

外出⾃粛
/ロックダウン

分散型都市計画

平⽇ー休⽇差

春節時の
⼤規模移動



まとめ
•最新の都市気候モデルは、⼈の動きや技術を考慮できる
•社会的なビッグデータを⼊⼒し、また計算結果を検証できる
•都市モデル＋ビッグデータの⼿法を、新型コロナ外出⾃粛の影
響評価に応⽤
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⾸都圏の結果
まとめ

エリア ⼈⼝ 気温 電⼒消費量 ⼈⼯排熱
建物 交通

春 都⼼（オフィス） ⼤幅減 最⼤0.2℃低下 4~5割程度減 3~4割程度減 減
郊外（住宅） 増 明瞭な変化無 微増 ほぼ変化無 減
23区積算 - - 1割程度減 減
⾸都圏積算 - - わずかに増 わずかに減 減

夏
（空調使⽤）

都⼼（オフィス） ⼤幅減 最⼤0.3℃低下 5割程度減 4割程度減 減
郊外（住宅） 増 明瞭な変化無 微増 微増 減
23区積算 - - 1割程度減 減
⾸都圏積算 - - わずかに増 わずかに増 減
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